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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2025-10-01 No. 179 

 
 

IEC: 規格解説: IEC 60335-1:2020 解釈シート 2 が発行 
 
大型金属イオンバッテリに対する IEC 60335-1:2020 の機械的衝撃試験と振動試験に関する解釈シート

2 が発行された。重量が 12kg を超えるような大型バッテリに関しては、UN 38.3 の輸送試験または

IEC 62281 規格と同じ区別に従う必要がある。 
 
 

IEC: e-tech: 四角いピンと丸い穴: IEC による世界のプラグとコン

セントの安全の確保 

 
世界には多様な形状のプラグとコンセントが存在している。19 世紀末に電気が導入されてから、20 世

紀初頭に各国は地域の事情に応じ独自の方式を開発し、国際的な互換性は重視されていなかった。その

後、戦争や既存インフラの定着により統一は困難となった。しかしながら、形状の違いにもかかわら

ず、安全性の基本原則は国際電気標準会議（IEC）が策定する規格により確保されている。国際的に採

用されることを意図して IEC が開発した、整合されたプラグ・コンセントシステムの規格、IEC 
60906-1 は、一部の国で採用されている。IEC 規格は USB 充電器のように産業界の協調による相互運

用を可能にしており、再生可能エネルギーや IoT など幅広い分野で国際的な安全と信頼を支えている。

また、IEC の World plugs ウェブサイトでは、世界各国の各種プラグ、電圧、周波数を確認できる。 
 
 

USA: FCC: FCC、中国関連とされる「不適切な試験所」に対する

措置を実施 

 
FCC は、外国政府等の管理下にあると判断された 7 つの「不適切な試験所」の認定取り消し手続きを

開始した。また、他の 4 つの試験所については、規則採択以降に認定が失効しており、更新されな

い。「不適切な試験所」とは、米国内で使用される電子機器の評価・認証を行う試験所でありながら、

最終的に外国の政府等によって所有または管理されている試験所を指す。 
 
 

カナダ: ISED: 無線標準仕様 RSS-102 の関連文書が 2 件発行 

 
カナダ ISED は、2025 年 9 月 11 日付けで、無線標準仕様(RSS）102「無線通信装置の無線周波（RF）
電磁界への曝露に関する適合性」に関連する下記の文書 2 件を発行した。 

● RSS-102.IPD.MEAS 第 2 版－RSS-102 にしたがって入射電力密度（IPD）の適合性を評価

するための測定手順 
● RSS-102.IPD.SIM 第 2 版－RSS-102 にしたがって入射電力密度（IPD）の適合性を評価す

るためのシミュレーション手順 
前者は発行日から 6 か月間の移行期間があるが、後者は発行日をもって有効となる。 
 
 

経済産業省: 経済産業省と JISC、2029 年 IEC 大会を日本に招致 
 
経済産業省、日本産業標準調査会（JISC）は、2025 年 9 月 19 日にインド・ニューデリーで開催された

IEC 総会において、2029 年 IEC 大会を招致することを公式に表明した。 
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IEC: 規格解説: IEC 60335-1:2020 解釈シート 2 が発行 
 

 

 

 

 

Summary 

大型金属イオンバッテリに対する IEC 60335-1:2020 の機械的衝撃試験と振動試験に関する解釈シー

ト 2 が発行された。重量が 12kg を超えるような大型バッテリに関しては、UN 38.3 の輸送試験ま

たは IEC 62281 規格と同じ区分にしたがうべきである。 

 
この解釈シートは、IEC 専門委員会 61: 家庭用及びこれに類する電気機器により作成された。--- 

TC 61 解釈シート: 大型金属イオンバッテリに対する IEC 60335-1:2020 の機械的衝撃試験と振動試験 

コスモス注: 文中の（*）と（**）は弊社で追記したもので、解釈シート自体には記載されていない。 
 
緒言 
現在、規格には次のように述べられている。 
 

B.24.1 バッテリに使用されている非酸性の電解質セルの関連規格は、ニッケル系のものに関して
は IEC 62133-1:2017、リチウム系のものに関しては IEC 62133-2:2017 である。 

注記 セルの要求事項は、バッテリ自体には適用しない。 

金属イオン化学系を用いているバッテリは、追加で IEC 62133-2:2017 の 7.3.8.1 項（振動試験）と
7.3.8.2 項（機械的衝撃試験）の対象となる。 

 
IEC 60335-1 第 6 版に関して附属書 B（*）が作成された当時、想定されていたバッテリは携帯用途向
けで比較的軽量なものであった。参照されている IEC 62133-2:2017 は、携帯用リチウムバッテリのみ
に適用される。 
 
（*） IEC 60335-1:2020 附属書 B: バッテリ駆動機器並びにバッテリ駆動機器に用いる分離接続形バ
ッテリ及び着脱充電式バッテリ 
 
非携帯用及び/または大型バッテリ（重量が 12kg 超え）に関して、IEC 62133-2 の機械的衝撃試験と振
動試験は適切でない。 
 
質問: 
大型バッテリに関して、どのような機械的衝撃と振動の試験にしたがわなければならないか？ 
 
回答: 
実用的な理由から、IEC 60335-1 は、UN 38.3 の輸送試験または IEC 62281 規格（輸送中の一次及び
二次リチウムセルとバッテリの安全性）の区分と同じ区別（**）をすべきである。 
（**）UN 38.3 の 38.3.2.2 項では、大型バッテリは総質量が 12kg を超えるリチウム金属バッテリまた
はリチウムイオンバッテリと定義されている。 
 
重量が 12kg を超える、より大型のバッテリについては、IEC 62281:2019（AMD1:2021 と AMD2:2023
を含む）の 6.4.3 項（試験 T-3: 振動）と 6.4.4（試験 T-4: 衝撃）を適用してもよい。 
 
注記 1  これらの試験は、国連試験方法・基準マニュアル改訂 8 版の 38.3 項の試験 T.3 及び T.4 と技術的に同一である。 

注記 2  IEC 62281:2019 の表 5 にしたがい、試験はバッテリを包装せずに行う。 

 
https://webstore.iec.ch/en/publication/105687 
Source: IEC 
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コスモス・コーポレイションからのご案内: 塩水噴霧試験のご案内 
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社長の独り言 

 

 

2025 年 9 月 26 日 

濱口 慶一 

 

猛暑が続いた異常気象もようやく落ち着き、最近は従来の秋口らしい気候に戻ってきたように感じま

す。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。 
 
私はこれまで「インフルエンザにもコロナにもかからない」と豪語しておりましたが、9 月初旬に社員

と 2 日間の同行出張をした後、思わぬ事態に見舞われました。出張後、同行した社員がコロナ感染で休暇

を取っていると聞き、まさか自分も……と思っていた 4 日後、出社時に頭痛を感じました。念のため自宅

にあった検査キットで検査を行いましたが、慌て者の私は、試験紙の反応を確認する前に「陰性だ」と早

合点してしまいました。ところが、20 分後に改めて結果を確認すると、しっかりと陽性反応が出ており、

コロナ感染が判明しました。すぐにかかりつけ医に連絡し、駐車場での診察を受けたところ、コロナ陽性

との診断を受け、薬を処方されて自宅療養となりました。幸い、発熱や喉の痛みはなく、症状がほとんど

出ないまま経過しました。血痰が出て苦しく感じた時もありましたが、現在は鼻水が出やすくなった程度

で、ほぼ通常の生活に戻っています。最近では、症状が軽いため感染に気づかず出社している人も少なく

ないようですので、不調を感じたら早めの受診をお勧めします。 
 

そうした折、T 社の電気ケトルの電源プレートに関する自主回収のニュースを目にしました。企業の事

故解析結果がホームページに公開されており、その内容を詳しく読みました。製品安全分野でエーペック

ス・インターナショナル社での 7 年間の勤務、そしてコスモス設立以来 39 年、合計 46 年間にわたり製品

安全評価・認証に携わってきた経験から、今回のリコールについていくつかの疑問を感じています。 
 
まず、開発段階でどのようなリスク分析が行われたのかが気になります。対象製品は、ユーザーが電源

コードを頻繁に抜き差しする構造になっているようです。仮に、1 日 3 回（朝・昼・夕方）使用し、その

都度コードを抜き差しすると、1 年で約 2,190 回ものストレスが AC コードやプラグ部分にかかる計算に

なります。電気用品安全法で規定されているコードの折り曲げ試験の最大回数（別表 8 及び省令第十二

号）を超える可能性もあり、この構造自体に問題があるのではないかと感じます。 
 

この点から、私は製品設計段階でのリスク分析が十分ではなかったのではないかと考えています。 
また、認証機関の評価時にも同様の課題があったのではないかと思われます。ISO 17021 でも求められる

技術倫理の観点から考えても、「ユーザーの誤使用」として片づけるのは無理があるように感じます。福島

原発事故や震災被害を経て問われた「国民へのより安全・安心な配慮」という視点からも、企業側の安全

設計責任を見直す必要があるでしょう。私の経験から見ても、今回の事例は見過ごせない問題です。もし

私の見解が偏っていると感じられる方がいらっしゃいましたら、ぜひご意見をお寄せください。現在、事

故調査員としても活動していますが、こうした観点から今後の議論に参加していきたいと考えています。

もし関係委員会で「扱いにくい人物」と見なされるようであれば、自ら任を辞したいと思います。 
 

私は、いかなる組織や利害関係にも縛られない独立した立場から、これまでの経験と規格策定の経緯を

踏まえ、公平な判断をしていく所存です。かつて、ある製品改良に関して「この製品改良では死亡事故に

つながるおそれがある」と審査部のスタッフと議論したことがあります。その際、ある社員が「その改良

の否定まではできない」と発言しましたが、私は「たとえ国に休止届を出してでも、その改良は認められ

ない」と強く主張しました。結果として、その 1 か月後、他の評価機関が審査した同型機で死亡事故が発

生しました。自分がもっと強く主張していれば防げたかもしれないと今でも悔いが残ります。その経験か

ら、二度と同じ過ちを繰り返さないよう、製品安全の原点に立ち返って取り組んでいきたいと考えていま

す。今後とも皆さまのご指導・ご助言を賜りますようお願い申し上げます。 
 

趣味の日本蜜蜂の養蜂ですが、1 群ではあるものの元気に活動しています。ただ、いつものように秋口の

大雀蜂の襲来で、3 日から 4 日くらいの間、1 匹も巣箱の外に出ないことが度々起きるようになりました。 
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に深掘りしていただくことができます。 
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欧州、その他オセアニア及び日本を含むアジアの各地域 

- 情報源: 上記の対象機関・地域のウェブサイトもしくは情報サービス。また、ご協力の同意をいた
だいた日本国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの、当該分野の識者の方から提供された情報。 

• 本誌購読のお申し込み方法 

コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで ishii-keisuke@cosmos-corp.com 

    Tel 0598-30-5225  Fax 0598-30-5571 

- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、46 ページ前後。 

- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

• 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 

 


